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夏夏みみかかんん 
学校長 小池 愼一 

 校長室
こうちょうしつ

の前
まえ

に夏
なつ

みかんの木
き

が植
う

わっています。 

 ５月
がつ

に白
しろ

い花
はな

を咲
さ

かせて、６月
がつ

には直径
ちょっけい

が１cm くらいの緑色
みどりいろ

の

実
み

をつけ、だんだんと大
おお

きな実
み

になり、１１月
がつ

頃
ごろ

から黄色
き い ろ

く色
いろ

づき

はじめ、中身
な か み

が熟成
じゅくせい

して、ようやく食
た

べられるようになりました。

食
た

べられるようになったと言
い

っても、味
あじ

は、「オールドテイスト」な、

すっぱいすっぱい「完熟
かんじゅく

」夏
なつ

みかんです。 

 今年
こ と し

は、たくさん実
み

がなる年
とし

のようで、全校
ぜんこう

児童
じ ど う

の子
こ

どもたちに一人
ひ と り

一
ひと

つずつ配
くば

りましたが、

それでもまだかなりの数
かず

があるので、くぬぎ台
だい

小学校
しょうがっこう

の先生
せんせい

にお願
ねが

いして、くぬぎ台
だい

小学校
しょうがっこう

の

子
こ

どもたちにも配りました。それでもまだ余裕
よ ゆ う

です。 

 全部
ぜ ん ぶ

で、５００個
こ

くらいはなったのでしょうか。 

 たくさんなっているのを見
み

て、もう３０年
ねん

くらい前
まえ

に小学校
しょうがっこう

２年生
ねんせい

の国語
こ く ご

の教科書
きょうかしょ

に載
の

って

いた「みかんの木
き

の寺
てら

」というお話
はな

しを思
おも

い出
だ

してしまいました。作者
さくしゃ

が誰
だれ

であったかも、す

っかり忘
わす

れてしまいましたし、手元
て も と

にその本
ほん

がないため、細
こま

かいところは違
ちが

っているかも知
し

れ

ませんが、だいたいこんなお話
はな

しだったと思
おも

います。 

 こんなふうなお話
はな

しです。 

 お寺
てら

の和尚
おしょう

さんと主人公
しゅじんこう

の子
こ

の 間
あいだ

の直接的
ちょくせつてき

ではないやりとりから、なんとなくほんわかと

した 温
あたた

かさが伝
つた

わってくるお話
はな

しだと思
おも

いながら読
よ

んだように記憶
き お く

しています。 

 子
こ

どもたちと地域
ち い き

の大人
お と な

たちの、こんなかかわり方
かた

もあるのだなと思
おも

いながら、正門
せいもん

の朝立
あ さ だ

ち

に行
い

くと、川島
かわしま

の子
こ

の笑顔
え が お

が見
み

え、元気
げ ん き

な声
こえ

が聞
き

こえてきました。  

 主人公
しゅじんこう

の 男
おとこ

の子
こ

はちょっとやんちゃな子
こ

です。 

 その子
こ

の住
す

んでいる町
まち

にみかんの木
き

が植
う

わっているお寺
てら

がありました。 

 ある日
ひ

、その主人公
しゅじんこう

の子
こ

が、お寺
てら

のみかんの木
き

に実
み

がなっているのを見
み

つけました。 

 近寄
ち か よ

ってみると、貼
は

り紙
がみ

があって「まだ、すっぱいぞ」と書
か

いてあるのです。 

 主人公
しゅじんこう

の子
こ

は、みかんをとって食
た

べようと思
おも

って近
ちか

づいたのですが、その貼
は

り紙
かみ

を見
み

て、

その日
ひ

はあきらめて帰
かえ

りました。 

 しばらくしてお寺
てら

に行ってみると、「まだ、まだ、すっぱい」と書
か

いてあるのです。 

 そうして何日
なんにち

かして行
い

くと「もう少
すこ

し」と書
か

いてある・・・。 
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